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決算審査

ごみの資源化率

資源化率を上げるには、いろいろな種類の
資源化量を増やすことと、資源化しないもの（燃
えるごみ）を減らすことの２つの対策が必要と考
える。燃えるごみの中に、まだミックス古紙が多
く含まれているため、分別への周知啓発を引き続
き進める必要がある。
　また、今後、食品ロス削減推進計画を策定する
が、生ごみを減らすことも計画に入れ、燃やすご
みの量を減らしていきたい。評価としては計画
の目標に達するのが難
しい状況なので、更に
努力が必要と考えてい
る。

A

令和３年度のごみの資源化率は 10.34％
で、一般廃棄物処理基本計画における、2025 年
に 21％という中間目標の達成にはかなり厳しい
状況と思うが、これに対する評価はどうか。

Q
熱海市の土砂災害への職員派遣

派遣された職員のうち、技術系職員からは、
被害が大きすぎて何から手を付けてよいか分から
なかったため、状況を事前に整理し、優先順位を
つけていくべきとの報告があった。事務職や保健
師からの報告では、罹災証明の手続きや相談窓口
などについて、たらい回しにならないよう、１カ
所で完結させることが重要とのことだった。
　三島市では一括して被災者に関する手続きや相
談を行う場所として、生涯学習センターを指定し
ている。派遣職員の報告を三島市の災害対応に生
かすため、今年度の防災訓練では、罹災証明やそ
の他の各種個別相談コーナーを同一フロアに設け
ることで、円滑な被災者支援につなげるための訓
練を行った。

A

身近で大規模災害が起こったということ
で、職員派遣を行ったが、その結果を三島市に活
かせることがあったか。

Q

PayPay連携事業委託料の結果を
ふまえた検討

令和３年度は、当初予算を大きく上回る支
出となったため、そのようなことがないように進
捗管理に注力するほか、データについても、ある
程度のデータがもらえるようにする。ポイント還
元の仕様についても、令和３年度は大手事業者と
中小事業者で特に差をつけなかったが、令和４年
度はより中小事業者の
利用が増えるよう、還
元率や付与額の上限等
に差をつけるようにし
ていく。

A

PayPay 連携事業委託料では、当初予算を
上回る補正予算を組んで対応したが、細かいデー
タを委託先からもらえず、詳細な分析ができな
かったということであった。令和４年度にも同様
のキャッシュレス決済の事業が予定されている
が、この結果を受けて、どのような検討をされた
のか。

Q

ＧＩＧＡスクール推進事業

さまざまな子どもたちがいる中で、タブ
レットを文房具の一つとし、その子にあった使い
方ができるということが、効果の一つとしてあげ
られる。視覚的にわかりやすく、音声の活用もで
きるので、学びが深まる場面もあり、子どもたち

A

ＧＩＧＡスクール推進事業について、導入
による子どもたちの変化などの効果や課題はあっ
たか。

Q
手話通訳者設置事業

令和２年度は新型コロナウイルス感染症の
影響で人材育成を行うことができなかったが、令
和３年度は、入門、基礎、上級の３部門の講座を
行った。

A

地域生活支援事業の手話通訳者設置事業に
ついて、手話通訳の派遣の需要が高まる中で人材
育成をどのようにしているか。

Q

９月８・９日 ９月14・15日

各常任委員会において、所管する各分野を
詳しく審査しました。主な内容を紹介します。

９月12・13日

市道維持修繕事業による修繕料が
減っている要因と影響

令和２年度からのコロナ禍の影響で税収減
が想定されたことから、当初予算を抑制した経緯
があり、その中で緊急度が高い修繕を行ってきた。
しかし、自治会、町内会等からの要望に対してお
待ちいただいている箇所もあるので、そういった
影響は出ている。

A

市道維持修繕事業における修繕料につい
て、令和３年度は件数も金額も大幅に減少してい
るが、どのような要因があったのか。また、それ
による影響はどうか。

Q

道路の痛みについては緊急の対応が必要な
ものもあり、予算を削るにも限度があるので、財
政当局の問題もあるが、しっかり対応していって
いただきたい。

要望

　特に上級講座は、手話通訳者の登録試験を受け
るためのものであり、その中で１名が合格し、今
まで 12 名だった手話通訳者が 13 名となったこと
は大変喜ばしいことであった。

同士がつながる活動もタブレットを用いて行うこ
とができるので、コロナ禍で近くに集まることが
できないような状況でも、タブレット上で考えを
発表するなど学びを深める事例もあった。
　課題については、毎日持ち帰ることとしている
タブレットの重さであるが、より活用するために
は、常に持ち歩くことが重要であると認識してい
る。また、数値として出ていないが、視力低下も
懸念されている。まだ検証ができていないので、
今後注視する必要があると考えている。
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